
精華町教育委員会議事録

令和３年（第２回）
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１ 開 会 令和３年２月２６日（金） 午後４時００分

閉 会 令和３年２月２６日（金） 午後６時００分

２ 出席委員 川村教育長 新司委員 岡島委員 松下委員

井上委員

３ 欠席委員 なし

４ 出席事務局職員

浦本教育部長 林田総括指導主事

俵谷学校教育課長 石崎生涯学習課長

上原学校教育課係長

５ 傍 聴 者 なし

６ 議事の概要

（１）開会及び冒頭あいさつ

教育長から第２回教育委員会の開会を宣言。

（２）前回議事録について

教育部長から令和３年第１回教育委員会の議事録について説明。

松 下 委 員 前回の教育委員会の問題事象報告の中で火遊びに関する内容

があった。今、関東の方で、近年まれに見る規模の山火事が発

生しており、原因はたき火ではないかとの話もある。本町も住

宅地から比較的近いところに山林がある。これまでも学校で指

導していただいていると思うが、改めて火事の怖さについて指

導していただければと感じた。

【採 決】

・全員承認
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（３）教育長報告事項

２月１４日に鞍岡山の森林整備・古墳遊歩道の完成記念式典が開催された。

鞍岡山には４つの古墳があり、そのうちの１つについて周辺整備と神社の本殿

の周りの樹木整備が、地元の方々の努力により実施された。

２月１６日には、山田荘小学校で研究授業が実施された。本来、この日は京

都府指定の「学びの深化プロジェクト」の２年目のまとめの研究発表会が予定

されていたが、緊急事態宣言の発出により、残念ながら来校者を町内に限定し、

人数を絞って実施した。授業の内容としては、自分が読んだ本を他の児童たち

に勧める形でプレゼンするというものであり、その際に、ＧＩＧＡスクール構

想で整備した１人１台の端末と大型提示装置が活用された。児童は当日の授業

までに、端末の使用について数時間の指導を受け、プレゼンソフトでスライド

を作成し、当日はそれを活用してプレゼンを行った。教室の前方にある大型提

示装置と先生、あるいは児童の端末を連動させ、先生の指示が表示されたり、

児童の作成したスライドが表示されたりしながら授業が展開された。児童は非

常に適応力が高く、私の見た限り、全員がしっかりと端末を活用して取り組ん

でいたように思う。ＧＩＧＡスクール構想のＩＣＴ環境を先行して活用した授

業実践であり、ここまでＩＣＴ環境が整ったことに、感動を覚えた。

（４）議決事項

議案第５号 令和３年度小・中学校長及び教頭に係る人事異動の内申について

教 育 部 長 【提案説明】

公立小・中学校の管理職の人事に関する内容であり、精華町

教育委員会会議規則第１６条の規定により非公開とすることが

できるため、会議に諮られ「異議なし」としてこの議案につい

ては非公開となった。

（採決 － 全員挙手により原案どおり決定）

議案第６号 令和２年度精華町議会定例会３月会議提出議案に係る意見聴取に

ついて（令和２年度精華町一般会計補正予算（第８号））

教 育 部 長 【提案説明】

教育に関する補正予算額として、歳出で29万7,000円の増額
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補正であり、内訳としては、教育総務費で271万3,000円の増額、

小学校費で241万6,000円の減額となる。

具体的な内容としては、事務局費職員給与費において271万

3,000円の増額。学級支援員配置事業については、事業費の変

更はなく、財源補正を行う。小学校教育振興関係経費の241万

6,000円の減額については、大型提示装置の購入事業が完了し、

事業費が確定したため、入札による不用額を減額するもの。

（採決 － 全員挙手により原案どおり決定）

議案第７号 令和２年度精華町議会定例会３月会議提出議案に係る意見聴取に

ついて（令和３年度精華町一般会計予算）

教 育 部 長 【提案説明】

令和３年度の当初予算における教育費の歳出総額は17億

5,499万8,000円で、前年度の13億7,350万3,000円から3億8,149

万5,000円、約２７．８％の増額となっている。本町全体の予

算額は145億5,700万円であり、予算全体に占める教育費の割合

は約１２％。前年度の約１０％から、約２％増加している。

令和３年度予算の教育費に関する内容について、第３回総合

教育会議において、各委員から意見をいただいた内容を中心に

説明させていただく。

まず、学校教育に関する人員配置について。学級支援員及び

介助員、学校図書館司書、スクールカウンセラー、部活動指導

員など、これまでより本町が独自、若しくは京都府の配置に追

加する形で配置している人員については、前年度と同程度の予

算を確保している。また、教職員の事務支援、消毒や清掃など

の新型コロナウイルス対策に関する作業を行うスクールサポー

トスタッフについては、新たに町立学校施設新型コロナウイル

ス感染症対策事業を立ち上げ、感染症対策物品の購入費用と併

せて予算を計上している。

小・中学校の音楽活動に係る楽器購入に関しては、前年度と

同額の購入費用を確保するとともに、新たな取組として楽器寄
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附ふるさと納税を活用して楽器の充実を図るための費用を計上

している。

次に、トイレの洋式化に関する予算については、令和４年度

の改修工事の実施に向け、精北小学校と山田荘小学校の普通教

室棟以外の校舎のトイレ洋式化に係る設計費用を計上している。

ＧＩＧＡスクール構想関連として、小学校費と中学校費にＧ

ＩＧＡスクール構想振興関係経費を新たに立ち上げ、学習支援

ソフトの使用に必要な経費などについて予算計上している。

次に、むくのきセンターの改修等に係る内容として、体育館

の天井耐震化に係る設計費用、エレベーターの防災対策改修工

事に係る費用を計上している。

最後に、防災食育センターの建設について。令和３年度から

建設工事に着手する予定であり、初年度の工事費など約4億

2,000万円を計上している。

学校教育課長 教育費全体の歳出予算は、前年度比で約3億8,000万円余りの

増額となっているが、その大半は中学校給食実現に向けた防災

食育センターの建設事業費の計上によるものである。今年度は

実施設計に取り組んでおり、来年度からはいよいよ建築工事に

着手する予定である。令和３年度予算では、施設本体の建築工

事と併せて、精華南中学校と精華西中学校に、給食の荷受け場

所となる配膳室を整備するための設計費用など、合計で約4億

2,000万円の事業費を計上している。また、防災食育センター

については、令和５年度までの３年度に渡る工事を計画してお

り、３年総額で8億9,650万円の継続費として予算化している。

続いて、学校のトイレ洋式化について。学校施設のトイレに

ついては、洋式化が完了していない小・中学校６校について、

２校を２年間かけて順次改修する計画であり、今年度について

は精北小学校と山田荘小学校の第１期分の設計に取り組んでい

る。令和３年度については、この第１期分の工事を実施するが、

前回の教育委員会で説明申し上げたとおり、今年度に前倒しで

国庫補助金の採択を受けたため、工事費については補正予算で

すでに措置しており、これを令和３年度に繰り越して実施予定
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である。また、令和３年度予算では、精北小学校と山田荘小学

校の第２期分の設計に係る予算として700万円を計上している。

次に、学校のエレベーターの防災対策工事については、昨年

度から計画的に取り組んでおり、川西小学校と精華台小学校２

校分の改修費用として2,150万円を計上をしている。これをも

って学校のエレベーターの防災対策改修は完了となる。

以上が学校教育課所管の主なハード事業である。

次に、教育振興関係の予算について。ＧＩＧＡスクール構想

の実現のためのＩＣＴ教育機器については、今年度、国の補助

金や交付金を活用して一気に整備を進めているが、これを効果

的に活用するために、個別学習ドリルや授業支援、協働学習支

援用のソフトの導入費用、インターネット接続のセキュリティ

ー対策費用、ＩＣＴ機器の運用や授業での活用のサポート業務

に関する費用として、小・中学校合わせて約1,400万円を新規

計上している。

また、小・中学校で成果を上げている音楽活動への支援につ

いて、部活動等で使用している楽器を充実させるための取組と

して、楽器購入費用とは別に、ふるさと納税制度を活用した楽

器寄附制度の利用料について、42万円を新規計上している。

次に、中学校では新学習指導要領の実施による教科書の改訂

があり、それに伴う教員用の教科書や指導書の購入の費用とし

て500万円を計上している。この件については、学校現場の意

見も聴いた上で、指導者用デジタル教科書も含め、効果的な授

業のために必要な指導書の購入を進めていきたいと考えている。

次に、今年度、国の新型コロナウイルス関連の地方創生臨時

交付金を受け、各種の感染予防対策事業を実施してきたが、学

校現場における感染予防対策については、来年度も引き続き必

要であることから、アルコール消毒液やその他の予防対策用品

の購入費用、学校での各種作業を支援するスクールサポートス

タッフの人件費など、国庫補助の財源などを活用しながら、合

計で約980万円を計上している。

最後に、会計年度任用職員に係る人件費について。現状、町
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の財政は極めて厳しい状況にあり、学校教育に係る人員配置の

予算額としては前年度と同程度となり、拡充までには至らなか

った。来年度については、予算の範囲内において、各職種につ

いて現行体制を可能な限り維持する形で、適切に配置していき

たいと考えている。

生涯学習課長 生涯学習課の所管としては、今年度の当初予算では約1億

7,500万円、令和３年度については約1億9,100万円であり、差

引きで約1,600万円の増額となっている。

増額の要因としては、町立図書館及びむくのきセンターのエ

レベーターの防災対策改修工事、むくのきセンターの天井の耐

震改修に係る設計費を新規計上したことによるものである。

図書館のエレベーター防災対策改修工事としては300万円を

計上している。また、むくのきセンターの天井改修の設計費用

としては600万円、同じくエレベーター防災対策改修工事の費

用として1,550万円を計上している。

そのほか、社会教育総務費に係る青少年健全育成事業や、ま

なび体験教室などの関連事業については、今年度と同様に予算

計上を行っている。

松 下 委 員 部活動の予算に関連して質問させていただく。公立高校の話

として、土日の部活動で教員が引率した場合、都道府県によっ

て、出張旅費が出るところもあれば、全く予算措置をしていな

いところもある。京都府の場合は、支給する仕組みがあるとの

ことである。私が現職のとき、精華町の中学校では、土日に練

習試合に行った場合、出張旅費のような形で支給があったよう

に記憶しているが、そのような予算はあるのか。法的には、土

日については時間外勤務として認められていないため、都道府

県の対応としては支給していない。ただし、独自で措置してい

る自治体もあるとのことであり、現状を教えていただきたい。

学校教育課長 過去の状況については、把握できていないが、現在、町単独

で部活動などに伴う出張旅費について、教員に対して支給する

ような制度は設けていない。
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井 上 委 員 松下委員の質問は、練習試合についてのことか。

松 下 委 員 練習試合に関することである。公式戦については出張になる

ため、旅費の支給や手当、週休日の振替などもある。それ以外

の練習試合や準公式戦についてのことである。

教 育 部 長 松下委員の休日の部活動についての質問に関連して。現在、

文部科学省から、働き方改革の一貫として、平日は教員が指導

を行うが、休日については地域の方や外部の人材を活用しなが

ら負担を軽減していくという方向性が示されている。現時点で

は、実証事業的に幾つかの自治体で試行されているが、今後に

ついては、この流れが全国的に広がるものと考えられる。ただ

し、本町の現状を考えた場合、地域の方や外部の方で、そのよ

うな人材を発掘・確保することには課題があると認識している。

松 下 委 員 現在、日本の部活動については、中体連と高体連が中心であ

るが、海外では社会体育の扱いであり、ほぼすべて地域が担っ

ている状況である。その点の整理や様々な課題が山積している。

また、教員の中には、部活動を負担に感じている人もいれば、

指導したい人もおり、この点についても考慮が必要である。

井 上 委 員 文部科学省の部活動改革に関する内容については、気になっ

ていたところである。国の計画では、令和５年度頃からその体

制に移行することなっているが、精華町でそのような体制が採

れるのか懸念している。

松 下 委 員 すべてをその体制に移行するとなると、教員は土日の指導が

できないことになる。

井 上 委 員 休日の指導を希望する教員については、兼職兼業の許可を得

た上で、指導が可能とのことであった。

川 村 教 育 長 井上委員が指摘されたとおり、精華町に限らず指導者が見つ

からないのではないかという懸念がある。

松 下 委 員 非常に難しいと思う。以前に視察に行った岐阜県の東長良中

学校では、岐阜大学の附属のような位置づけで、県が先進的な

取組を実施している学校であった。教員は、部活動の指導をほ

とんどせず、学習を指導することに注力するということを徹底

されていた。それも１つのやり方ではあると思うが、現実問題
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として、すべてを移行するのは困難である。教員の意欲やニー

ズなども絡んでくると思うので、その点も配慮しながら進めて

いく必要がある。

新 司 委 員 情報教育アドバイザー１名分の報酬が計上されているが、Ｉ

ＣＴ教育に関する指導をされる先生という理解でよいか。担任

の先生の補助として、チームティーチングのような形で授業に

入るのか。また、この方１名で小・中学校８校を回られるのか。

学校教育課長 情報教育アドバイザーについては、会計年度任用職員として、

町と雇用契約を結んで配置している方が１名、また、個人と業

務委託契約を締結して配置している方が１名おり、実態として

は２名の配置となっている。１名が小学校全般を担当し、もう

１名が中学校全般を担当していただいている。各小・中学校の

ＩＣＴ機器の操作方法の指導、設定や調整などのサポートの役

割を担っていただいている。また、プログラミング教育に関す

る授業での支援やそのための資料作成なども担っていただいて

おり、学校教育に関するＩＣＴ関係全般に渡って、かなり幅広

く支援していただいている。

新 司 委 員 新規事業として、教職員ストレスチェックが計上されている。

教職員を取り巻く状況としては、保護者対応、学校教育のＩＣ

Ｔ化をはじめとする教育の質や内容の変化への対応、今年度は

さらに新型コロナウイルス感染症への対応など、多様化・多忙

化しており、ストレスを抱えている方が多いと思うので、スト

レスチェックによる健康管理は重要である。教職員の心の健康

状態を把握するとともに、職場のストレス要因なども把握して、

学校運営の改善につなげていくことが大切だと思う。結果によ

っては、医師の診断を受ける必要もあるかもしれないが、そう

なる前に、予防的にカウンセリングなども受けていただく体制

を整えて、教職員の心の負担を軽減していただければと思う。

学校教育課長 今回、新規計上しているストレスチェックについては、基本

的にはセルフチェック方式であり、自分でチェックシートをつ

けていただき、それを専門業者が分析した上で、個人に結果が

返却される。結果については、自分で確認していただき、早め
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の受診などにつなげていただくもので、その内容を学校や教育

委員会で収集することはしない。すでに役場職員については実

施しており、今回、町立小・中学校の教職員についても実施を

図っていくものである。

新 司 委 員 小学校と中学校の教育振興関係経費の中に、教育振興備品の

内容として教養機器とあるが、どのようなものになるか。

学校教育課長 基本的には、学校の授業等で使用する教材関係を中心に計上

しているが、教養備品の具体的な内容となると、今、資料を持

ち合わせていなので、確認した上で報告させていただく。

松 下 委 員 今年度については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より、全国学力・学習状況調査や標準学力調査が実施できなか

ったが、来年度は実施の方向で進んでいるのか。また、実施方

法が変わるとの話を聞いたが、オンライン実施になるのか。

総括指導主事 全国学力・学習状況調査については、すでに実施の通知があ

ったが、例年通りの実施とのことである。

井 上 委 員 学力に関連して、精華町の予算と併せて、京都府の予算につ

いても見ていたが、小学校ではすでに新学習指導要領が全面実

施、中学校では来年度から実施という状況を受け、以前から実

施されていた中学校１年生の振り返り集中学習「ふりスタ」や

中学２年生の学力アップ集中講座などについて、予算拡充との

記載があったが、町内の各学校では実施しているのか。また、

講師は外部から来ていただいているのか。

総括指導主事 府費により、小学校４、５年を対象とした小学生個別補充学

習「ジュニア・わくわく」、中学校１年の「ふりスタ」、中学

校２年の「学力アップ」については、町内の各学校で実施して

いる。今年度は配置時間数が増えており、臨時休業に対する補

充学習なども実施している。講師は外部の方にお願いしている。

松 下 委 員 中教審答申で、令和４年度から小学校高学年に教科担任制を

導入するとともに、働き方改革も進めていくとのことである。

しかし、令和４年度から急に教科担任制を実施できるわけもな

く、来年度中に試行的なことを実施するなど、準備が必要と考

えられるが、町内でそのような計画はあるのか。
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総括指導主事 校長会でも協議しているが、教科担任制になった場合、算数、

理科、英語について、まずは力を入れていく必要があると考え

ており、来年度、小・中連携において集中して取り組む計画で

ある。

松 下 委 員 中学校の教員が小学校へ行って、そこで何時間か教えるとい

うことになるのか。

総括指導主事 基本的にはその方向で考えている。

川 村 教 育 長 中教審では、令和４年度から小学校高学年で教科担任制を実

施するとされ、教科は算数、理科、外国語が例示されている。

しかし、小学校にプラスで定員配分があるのか、あるいは中

学校に教員を配置して小学校へ指導に行くのか、この点は示

されていない。国の財政状況が厳しい中で、定員が増員され

るかどうかはまだ分からない。そこで、本町では、来年度、

小学校高学年から中学校に向けて特に系統的な学びが必要と

考えられる算数、理科、英語に関しては、小学校において積

極的に指導の研究をすべきと考えており、研究指定などを活

用した取組ができないか検討しているところである。

松 下 委 員 その研究指定と併せて、例えば、学年が２学級の場合、算数

は同じ教員が２学級とも担当する交換授業などを試行的にやっ

てみるなど、柔軟な取組をする中で、本格実施に向けた準備を

進めていってほしい。また、中教審の答申では、もう１つの柱

として、免許制の変更が上がっており、小学校でも中学校でも

教えることができるような制度に変えていくとのことである。

私が現場にいた時に、中学校の教員を小学校に小・中連携の取

組で派遣したことがある。その時の印象として、小学校の教員

の方が教え方が上手で、専門性を持っているから教え方が上手

いわけではないと感じた。小・中連携については、専門性、教

え方など、お互いに良いところを学ぶことができると思う。

新たな教育を始めるにあたっては、必ず準備段階が必要にな

る。その点を踏まえて、十分な準備期間をとって進めてほしい。

川 村 教 育 長 教科担任制の話も含めて、どのような形で定員配置があるの

かは不明であるが、小学校において専門性の高い教員を育て
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ていくことは必要であると考えており、十分に準備しながら

取り組んでいきたい。

岡 島 委 員 特別支援員と介助員の配置について、それぞれ１週間当たり

の配置時間は何時間となっているのか。もう１点、スクールサ

ポートスタッフについて、配置人数と１週間当たりの配置時間

について、教えていただきたい。

学校教育課長 まず、特別支援員と介助員については、各校１名ずつの配置

で、週２０時間分の予算措置を基本としている。実際には各学

校の実情に合わせて予算配分をしており、その配分内で各学校

において調整していただくことになる。次にスクールサポート

スタッフについて。こちらについては、京都府の予算により各

校１名ずつの配置があり、そこに町単費でプラス１名ずつの予

算枠を確保している。時間配分については、要求時からは若干

の減額となっているため、再算定しているところであり、正確

な時間については把握できていない。スクールサポートスタッ

フについては、感染症対策としての消毒作業のほか、データ入

力などの事務作業や教材の作成補助など、学校に係る様々な補

助をしていただけるので、教職員の負担軽減につながればと考

えている。

井 上 委 員 府教委の予算を見ていると、コミュニティ・スクールの拡充

に力を入れているようであるが、精華町では精華中学校が最初

に導入し、その後、他校についても検討を進めているようであ

るが、どのような方向性を持っているのか教えていただきたい。

川 村 教 育 長 現在の状況としては、地域学校協働本部は各中学校に設置さ

れており、コミュニティ・スクールについては、以前から精

華中学校で実施されている。コミュニティ・スクールの他校

の状況としては、本年度から精華南中学校と連携する形で山

田荘小学校に設置しており、精華西中学校についても設置済

みである。小学校４校が未設置となっているが、来年度に検

討を進め、再来年度からスタートする方向で考えている。で

きれば来年度からスタートしたいと考えていたが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響もあり、なかなか思うように進



12

めることができなかった。

（採決 － 全員挙手により原案どおり決定）

（５）事務局からの諸報告

教 育 部 長 １ 令和３年度施政方針及び令和３年度主な事業について

議会定例会３月会議で杉浦町長から表明される令和３年度の

施政方針演説の概要について報告させていただく。

杉浦町長の所信として、精華町の未来のためにをモットーと

し、「学研都市のまちづくり」、「子どもを守るまちづくり」、

「三世代が支え合うまちづくり」、この３つの公約実現に向け

て邁進する旨の決意が表明されている。

続いて、町政を取り巻く基本認識として、３点がまとめられ

ており、１つ目はコロナ禍、ウイルスとの闘い、２つ目が世界

と日本の情勢、３つ目が学研都市精華町の未来都市建設となっ

ている。それらを踏まえた上で、４つ基本方針があり、教育委

員会に関連する内容としては、③の「未来をひらく文化と環境

のまちづくり方針」に記載されている。まず最初に掲げられて

いるのは、町長の選挙公約の一丁目一番地である、中学校給食

の実現に向けた防災食育センターの建設である。中学校給食の

実現は、教育委員会の長年の課題であり、平成２３年９月の議

会定例会において、中学校給食の実施を求める決議が全会一致

で可決された。その後、教育委員会としては、関係者や外部の

有識者を交えた検討会議などを設置し、時間をかけて検討を行

い、センター方式により３中学校一斉に給食を開始することを

決定した。平成３０年度からは、防衛省からの補助金を受け、

基本構想、基本計画、実施計画を順次策定し、今年度について

は建設のための実施設計に取り組んでいる。いよいよ令和３年

度から５年度まで、３年に渡って施設を建設し、令和５年度の

２学期から中学校給食を実施する計画としている。

施政方針では、先ほどの議案第７号で説明させていただいた

主な内容が記載されているほか、「総合教育会議を通じて、教
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育委員会と連携し、悩みや課題に向き合う児童生徒一人一人に

寄り添った教育の実現を目指して、いじめ防止対策や特別支援

員及び介助員を継続配置することで特別支援教育の推進を図る

など、子供を守る町にふさわしい教育のまちづくりを進める」

という杉浦町長の強い思いが表れている。この点については、

１２月の総合教育会議において、令和３年度の予算編成に当た

っての意見や要望を、各委員から町長に直接届けていただいた

ことが、町長の心に強く響いたものと考えている。

次に、令和３年度の主な事業について、こちらは予算の概要

資料となっている。教育委員会関連の予算以外についてもご確

認いただければと思う。全体を通じて見ていただくと、精華町

の財政が非常に厳しい状況にあることが理解いただけると思う。

その中にあっても、杉浦町長をはじめ、町長部局の理解と尽力

により、教育委員会関連の予算については増額となっており、

最大限の配慮をいただいたものと考えている。来週、３月１日

から議会が開会となるが、予算を可決いただいた後には、事務

局としても各事業の推進に全力を挙げて取り組んでいきたい。

総括指導主事 １ 生徒指導報告について

（１）小学校

１月の問題事象はない。不登校は８名となっている。

（２）中学校

１月の問題事象はない。不登校は３１名となっている。

不登校については、各学校において、本人、保護者との連絡

を取って状況を把握している。

総括指導主事 ２ 重災害事故報告について

１月の重災害事故報告はなし。

総括指導主事 ３ 問題事象の月別発生件数について

問題事象の発生については、１月の報告でも申し上げたとお

り、小学校、中学校とも０件で、前年度よりも減少している。
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引き続き、指導の充実とともに、未然防止に努めていきたい。

長期欠席について、小学校は前年度と比較して、全体的に若

干の減少傾向にある。中学校は、前年度と比較すると若干の増

となっているが、前月からは若干の減となっている。引き続き

家庭と連携しながら取り組んでいきたいと考えている。

総括指導主事 ４ 令和３年度学校教育の指導の重点及び社会教育指導の重点

について

前年度から、学校教育の分野では、主に、コロナ禍における

効果的な教育活動の研究に関する追記、ＧＩＧＡスクール構想

による機器整備が完了したことによる変更などを行っており、

社会教育分野では、新型コロナウイルス感染症関連の追記など

を行っている。次回の教育委員会において、議案として提案さ

せていただく予定である。

学校教育課長 １ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けたＩＣＴ教育環境の整

備について

ＧＩＧＡスクール構想に関連し、今年度、学校現場における

革新的なＩＣＴ教育環境整備として、子どもたちと教員に１人

１台のタブレットコンピュータ、各普通教室への６５インチの

大型提示装置、各学校への高速大容量通信ネットワーク、いわ

ゆるＷｉ－Ｆｉ設備などの整備を進めてきた。現在、ようやく

すべての小・中学校において、授業の中でタブレットコンピュ

ータが使用可能な準備が整いつつある。中学３年生については

卒業までに時間を取ることが難しいが、他の学年では活用して

いきたいと考えている。これに合わせて、中学３年生を除く

小・中学校すべての児童生徒の保護者に向け、２月１２日付で

文書を配布した。内容としては、ＧＩＧＡスクール構想につい

ての説明、本町が目指すＩＣＴを活用した新たな学びについて

の説明、クラウドサービスの利用とそれに伴う個人情報の保管

についての理解と協力をお願いするもの、以上３点の文書を配

布した。教育長報告では、すでに山田荘小学校の研究授業にお
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いて児童が授業で使用したとのことであるが、まだ整備が完了

していない学校もある。それについても、今週末にはネットワ

ークの工事がすべての学校で完了し、翌週にネットワークの設

定関係の作業及び調整を行い、３月の第２週からはすべての

小・中学校において授業等で、児童生徒、教員を含め、タブレ

ットコンピュータを一斉に利用可能な状況となる見通しである。

また、議案第７号の来年度予算において説明させていただい

たが、個別学習ドリル、授業支援や協働学習支援に関するソフ

トウェアの導入を計画をしている。来年度に入ってから、契約

等準備を進め、夏休み期間中に教員の研修を行い、２学期から

利用できるよう進める予定である。併せてデジタル教科書につ

いて、文部科学省の来年度予算に盛り込まれており、本町では

各校１教科の利用ができるよう要望しているところである。し

かし、国の事業において、全学校分が採択されることは難しい

状況にある。教育委員会としては、全学校で一斉にデジタル教

科書の利用を進めていきたいと考えており、国費で採択されな

かった分については、町単費でも利用する方向で府教委と調整

していきたいと考えている。国の事業が実証実験的な事業であ

り、様々な教科のデータを集めたいとの考えから、教科は学校

によって違うこととなるが、全学校においてデジタル教科書の

利用を計画的に進めていきたいと考えている。

生涯学習課長 １ 令和２年度精華町民文化賞・スポーツ賞について

昨年１年間に本町の文化・スポーツの発展に著しく貢献して

いただいた個人、団体に授与するものであり、本日、選定委員

会を開催した。選定には、松下教育長職務代理にも委員として

参加いただき、今回の４件について、満場一致で同意いただい

たところである。３月３１日の午前１１時から、町立図書館集

会室で表彰式を開催する予定である。

生涯学習課長 ２ 京都府決定文化財の認定について

京都府に新たに登録された有形文化財で、その文化財の周辺
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環境を含めた保存の必要があると認められるものについて、文

化財環境保全地区として決定される制度がある。このたび、京

都府文化財保護審議会の答申を得て、本町の山田地区にある新

殿神社の境内の森について、文化財環境保全地区として京都府

の決定文化財に認定された。本町においては、北稲八間地区に

武内神社文化財環境保全地区があり、昭和５８年に認定を受け

たが、実に３８年ぶりに２件目として認定された。今後は、京

都府のホームページや冊子などでも紹介されていく。

生涯学習課長 ３ 鞍岡神社周辺の森林整備と遊歩道整備に係る式典について

２月１４日、鞍岡神社において、近隣住民約３０名で構成さ

れた「鞍岡の森を守り育てる会」の主催による森林整備と遊歩

道の完成を祝う式典が開催された。近隣住民など４０名が出席

し、本町からは杉浦町長、川村教育長が招待を受けて出席した。

地元を中心に大切な自然を思いつつ、町の歴史を知ってもらう

きっかけにしたいとのことで、倒木の恐れのある樹木の伐採や、

古墳の周辺に遊歩道を設けるなどの取組を進めてこられた。生

涯学習課としては、京都府の補助金申請に係る支援、文化財保

護法に基づく森林整備に係る事前申請など、側面的な支援を行

ってきた。今後も引き続き、文化財の所有者や管理者のほか、

京都府教育委員会などの関係機関と連携し、文化財の保護と活

用に向けた取組を進めていきたいと考えている。

【委員からの意見】

松 下 委 員 町長の施政方針に関連して、新型コロナウイルスのワクチン

接種について、６５歳以上の高齢者から随時接種が開始される

と思う。施政方針では、町立学校施設などを活用するとの記載

がある。町の中北部では、学校をはじめ、役場やむくのきセン

ター、かしのき苑などの施設があるが、南部、とりわけ山田、

乾谷、柘榴地域では、小学校と中学校以外の施設がない。この

３地区については、住民に占める６５歳以上の割合が５０％に

近い。日頃から、お年寄りをはじめとして、買い物に行くのに
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も大変な状況であり、これを見ているとワクチン接種の方法に

ついても不安を覚える。これらの方が山田荘小学校や精華南中

学校に行くためには、送迎が必要になってくるのではないかと

思う。各地域の集会所であれば比較的近くにあるので、集会所

を活用することも１つの方法であると思う。様々な課題があり、

大変な事業になると思うが、円滑に進むようお願いしたい。

また、町立の小・中学校を使用する場合には、留意していた

だきたいことが２点ある。１つは、学校の活動に大きな影響の

ないようお願いしたい。学校に多くの住民が来られ、それが何

日も続くと、教育活動に支障が出る恐れがある。もう１点は、

学校が会場となった場合、教職員にも動員がかかるのではない

かという懸念である。この２点に留意いただき、地域の状況に

ついてもよく把握した上で、進めていただければと思う。

教 育 部 長 ワクチン接種については、町が主体として実施することにな

るが、新型コロナウイルス感染症対策本部、あるいは所管部署

において新たな組織を立ち上げ検討を進めているところであり、

そこで議論されることになる。町から教育委員会に対しては、

町内の小学校の施設を使用したいとの要請があり、この点につ

いては文部科学省からも、国家プロジェクトであり、円滑にワ

クチン接種が進むよう最大限協力するようにとの通知も出てい

る。精華町教育委員会としては、最大限協力する立場である。

松下委員が懸念される授業等への影響については、基本的に

は平日の接種ではなく、学校活動がない土曜日や日曜日に使い

たいとの要請であることから、日常の学校活動には影響がない

ものと考えている。

接種の方法については、報道において、かかりつけ医での接

種などの検討もされているが、これについてはワクチン供給の

スケジュールの具体化とともに検討が進むものと考えている。

松 下 委 員 新殿神社周辺の決定文化財の認定について、今回、府の文化

財で４件が指定されたうちの１つとして認定された訳であるが、

補助金の交付はあるのか。新殿神社は敷地が広く、総代など約

１０名が１か月に１回程度集まって掃除などをしているが、こ
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のような活動での補助金の活用は可能となるのか。

生涯学習課長 今回、決定文化財に指定されたことから、補助金による環境

整備が期待できる。これまでも十三重の塔は対象となっていた

が、周辺地区も含めて決定を受けたことから、倒木の恐れのあ

る樹木の伐採などの使途に活用できるものと考えている。

基本的には、総代の方を中心に、京都府への補助金申請等を

行うことになると思うが、相談や府との調整については支援を

行っていきたいと考えている。

（６）後援関係

１月から２月にかけて受け付けた教育委員会後援事業の報告は、総数３

件、学校教育課関係が１件、生涯学習課関係が２件で、生涯学習関係の内

訳は、社会教育係が１件、社会体育係が１件、図書係は０件である。

（７）３月の行事予定

３月１２日には中学校の卒業式、１９日には小学校の卒業式が予定をさ

れている。昨年度の卒業式と同様に、来賓の出席を取りやめるなど、規模

を縮小するとともに、式典の簡素化により時間短縮を図るなど、感染対策

を徹底した上での実施を予定している。また、３月２４日は町立小・中学

校の修了式を予定をしており、翌日２５日からは春休みとなる。

（８）閉会

教育長が第２回教育委員会の閉会を宣言。


